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研究成果の概要（和文）：　東日本大震災では、全国規模での「原発避難」が生じ、遠隔地においても、避難者
への支援活動が多様な形で行われた。本研究では、遠隔地である西日本を対象に、避難者団体・避難者支援団体
の10年余に及ぶ活動の展開、および支援者・支援団体との関係の変化に焦点を合わせ、時間の経過とともに、避
難者と避難先地域社会との関係が深まっている点や、避難者の生活ニーズの個別化・多様化が進み、各団体が活
動の方向性を模索する段階へと至っている点、さらには、避難者や避難者支援団体が、災害対応や防災活動を中
心に、支援活動の成果を地域社会へとフィードバックしている点などを明らかにした。

研究成果の概要（英文）： Some findings of our research are as follows.
 To begin with, many voluntary groups of evacuees providing reciprocal life support services have 
emerged not only in eastern Japan but also in western region after the Fukushima Daiichi Nuclear 
Power Station Accident in the Great East Japan Earthquake. Some of them have builded rich 
collaborative networks in their local areas in the restoration and reconstruction phase. But, at the
 same time, their supportive roles and active goals seem to be ambiguated because of increasing 
diversity and individuality among evacuees. Secondly, supportive social networks have empowered 
evacuees, that, in turn as volunteers, have supported disaster sufferers in evacuated communities. 
In addition, some volunteers and voluntary associations supporting evacuees have begun to lead  
disaster prevention projects in their communities. Emerging such voluntary actions mean positive 
feedback effects to community systems. 

研究分野： 社会学

キーワード： 大規模災害　東日本大震災　災害復興　避難者団体　避難者支援　エンパワーメント　フィードバック
効果

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では、東日本大震災からおよそ７～10年という復興期の局面で、遠隔地（西日本）における避難者支援
活動の展開、および避難者と支援者との関係・ネットワークがいかなる変容を遂げつつあるのかという点につい
て、避難者団体・避難者支援団体と避難先地域社会との関係に焦点を合わせて調査を行い、いくつかの知見を提
示した。また、避難者支援活動の避難者へのエンパワーメント効果や地域社会に対するフィードバック効果が存
在することも明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 2011 年３月に発生した東日本大震災では、未曾有の技術的災害ともいえる福島第一原子力発電所の

事故が発生し、「強制避難」を強いられた福島県内の周辺地域のみならず、放射線の影響を危惧した

関東一円からの「自主避難」も含めて、県外・広域避難の動きが拡大していった。そのように避難を

強いられた人たちの意思決定や避難行動プロセス、避難所・仮設住宅における避難者支援活動、遠隔

避難者への支援の動きなどを対象にした調査研究は、震災直後から多くの社会学者によって行われて

きた。 
 これらの調査研究は、震災から１～３年後にピークを形成しており、母子避難の実態や避難者が置

かれた精神状態（「故郷には戻れない」という意識と、故郷の家族・親族や地域社会との結びつきを

維持したいという心情との葛藤）、多様な避難者支援活動・支援ネットワークの展開過程、避難者数

の多寡や推移からみた避難先地域社会の特性、支援主体と避難者との創発的ネットワーク形成の条件

などについて、実証的な研究が積み重ねられてきた。損害賠償をめぐる法制度上の争点も含めて、そ

れらの「原発避難」の実態については、多くの刊行物・研究書等にまとめられている。 
 とはいえ、災害後の時間的局面が転換し、復興過程が長期化していくなかで、県外・広域避難者へ

の支援活動・支援システムも転機を迎えるとともに、避難当事者自身による互助団体の活動（避難当

事者間相互支援活動）が自立化し、当事者どうしのネットワークが形成されたり、支援者と避難当事

者との関係・ネットワークが変容したり再編されたりする傾向も進み始めていた。 
 本研究では、震災からおよそ７年を経過し、なお災害復興の途上にあるなかで、遠隔地における長

期避難者間の関係や、避難者と支援者との関係・ネットワークがどのように形成され、いかなる変容

を遂げながら再編されつつあるのか、また、両者の取り組みが、当該地域社会にどのような影響を及

ぼしつつあるのか、という点を解明しようとした。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、遠隔地である西日本を対象に、それら避難者団体・避難者支援団体の活動とその支援者

・支援協力団体との関係に焦点を合わせ、時間的経過のなかで、それらの活動とネットワークがどの

ように変容したり再編されたりしていったのか、また、活動成果が、支援側の地域社会へいかにフィ

ードバックしているのかという点（フィードバック効果）を、比較事例研究により明らかにすること

をめざした。避難者団体、避難者支援団体の活動やそれらのネットワークは全国に及んでいるが、本

研究では、研究代表者・分担者の所属機関の地理的位置を勘案し、調査研究のフィールドを西日本（

中国・九州地方）に設定した。 
 
３．研究の方法 
 
 研究目的を達成するために、以下のような方法を用いた。 
 まず、西日本で展開されている避難者支援活動については、広島・山口、福岡、宮崎において福島

県の生活支援拠点に指定され、当事者間相互支援も含めた避難者支援に取り組んでいる団体、および

その協力者・団体等に聞き取り調査を実施した。関係者への聞き取り調査と既存資料の収集・分析に

よって、避難者団体・避難者支援団体設立の経緯とこれまでの活動経過、および当該団体とその協力

者・支援団体との連携・ネットワークの形成と変容・再編プロセス、避難者支援活動の地域社会への
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フィードバック効果について、明らかにしようとした。 
 第二に、そうした変容プロセスの背景を理解し把握するために、原発事故被災地（研究開始当時の

警戒区域や帰宅困難区域、居住制限区域、避難指示解除準備区域、およびその周辺部）の復興過程に

ついて現地調査を行うとともに、避難者、帰還者等の生活選択の変遷に関する生活記録調査（聞き取

り調査）を、避難者団体とともに実施した。 
 また、1995 年に発生した大規模災害、阪神・淡路大震災被災地のその後についても質的調査を実施

し、大規模災害後の長期に及ぶタイムスパンの中で、地域社会の集団編成や集団間関係にどのような

変容が生じたかを検証し、そこでの知見を、本研究における分析の参考とした。 
 なお、研究実施期間中、新型コロナウイルス感染症拡大により調査の実施が困難となり、２年ほど

研究期間を延長することによって、調査を完了した。 
 
４．研究成果 調査データを分析した結果、以下の点が明らかになった。 
 
（１）ほぼ 10年という時間の経過とともに、避難者団体、避難者支援団体の活動展開に変化が生じて

いる。避難者間の交流を中心とした支援活動が継続されているものの、避難先地域住民との交流行事

も次第に増えてきており、避難者と避難先地域社会との関係が深まっている。他方で、避難の長期化

と広域避難者に対する公的支援の縮小とともに、避難者の生活ニーズの個別化・多様化が進み、個々

の広域避難者の生活再建や生活主体形成にも格差が目立つようになってきており、各団体が支援活動

の方向性を模索する段階に至っている。 
（２）避難地における土砂災害、豪雨災害に際して、避難者団体（当事者間相互支援を展開している

団体とそのメンバー）が救援ボランティア活動に参加するなど、地域の市民活動団体としての性格を

強めている事例もみられた。こうしたケースは、これまでの支援活動の継続が、避難当事者のエンパ

ワーメントにつながるとともに、当事者の主体形成を促している事例だと考えられる。また、東日本

大震災被災地への支援活動や遠方避難者の生活支援を展開しつつ、自らの活動拠点地域における災害

対応、被災者支援や防災活動（大規模災害に備えた団体間のネットワークづくり）に取り組んでいる

団体も存在する。これらは、避難者支援活動の地域社会へのフィードバック効果の現れだとみること

ができる。 
（３）新型コロナウイルス感染症拡大にともなう避難者支援活動の停滞・縮小や、福島県の生活再建

支援拠点政策の「縮小」（生活再建支援拠点の統廃合）といった外部条件が、避難者団体・避難者支

援団体の組織と活動に大きな影響を及ぼしつつある。過去の大規模災害である阪神・淡路大震災後の

被災者・被災地支援（復興支援）の展開を参照すると、被災地に拠点を据えて復興支援に取り組む団

体と地域住民組織との協働型活動や、被災地の諸団体（被災当事者）による協働型まちづくりなどが

創発したものの、住民・当事者間の「復興格差」の顕在化や「日常性の回復」の下での目標喪失など

により、震災後 10年あまりを経て分裂や活動停止に至った活動事例もみられる。時間軸というコンテ

クストにおいても、東日本大震災における避難者団体・避難者支援団体の組織と活動は岐路を迎えて

いる。 
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　調査報告書および避難者団体活動記録（編集・執筆協力）として、以下の冊子を刊行した。 
山口大学人文学部社会学コース編『災害からの避難当事者による相互支援に関する研究～ひろしま避難者の会アスチカのあゆみ～』山口大学人文学部社会学研究
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